
資料4  

メタポリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）予防の  

ための健診・保健指導の基本的な考え方について  

（案）   



メタポリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）予防のための   

健診・保健指導の基本的な考え方について（案）  

メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）予防の  

ための保健指導を必要とする者を抽出するための  
健診  

結果を出す保健指導  

内臓脂肪型肥満に着目した早期介入・行動変容  
リスクの重複がある対象者に対し、医師、保健師、管理栄養士等が早期  
に介入し、行動変容につながる保健指導を行う  

自己選択と行動変容  
対象者が代謝等の身体のメカニズムと生活習慣との関係を理解し、生  
活習慣の改善を自らが選択し、行動変容につなげる  

健診受診者全員に対し、必要度に応じ、階層化さ  

れた保健指導を提供  
リスクに基づく優先順位をつけ、保健指導の必要性に応じて「情報提供」  
「動機付け支援」「積極的支援」を行う  

健診結果の経年変化および将来予測を踏まえた保  

健指導  

データ分析等を通じて集団としての健康課題を設  

定し、目標に沿った保健指導を計画的に実施  

個々人の健診結果を読み解くとともに、ライフスタイ  
ルを考慮した保健指導  

糖尿病等の患者・予備群の25％減少（アウトカム  
評価）  

医療保険者   



資料5  

メタポリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）予防の   

ための標準的な健診一保健指導プログラムの  

イメージ（案）   



メタポリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）予防のための  
標準的な健診・保健指導プログラムの流れ（イメージ）（案）  

：健診・保健指導計画作成のためのデータ分析  

副■   

集団の健康実態状況の把握  
い男女別年代別健診有所見状況  

ミッド、健診受診率  

卜支援別保健指導実施数および実施率  等  
三※2年目より（前年度の保健指導の評価項目を追加）  
l  l  

ト健診・保健指導計画の立案  

＿工＝」  
判 定   

○健診結果（内臓脂肪症候群に係るリスク）   

○生活習慣上の課題の有無とその内容 等  

具体的な保健指導（例）  

健診受診者全員  
情報提供   

○ 生活習慣病の特性や生活習慣の改善に関する基本  
的な理解を支援する。  

○ 健診結果の提供に合わせて、全員に個別のニーズ、   
生活習慣に即した情報提供を実施する。  
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・健診結果から身休状況を理解し、生活習慣との関連が認識できるための内  
容  
・健康や生活習慣病に対する理解を深めるための内容  
（健診データ、生活習慣に照らし合わせた将来展望を含む）  

・生活習慣の改善に関する基本的な内容、方法  
・既存のサービスや社会資源  
ヒ王の他姓象熟掴三ゎたも吸…＿＿＿＿＿＿＿＿＿葦＿…＿＿＿…＿  

対象者ごとの計画作成  
○健診結果と詳細問診で行動変容の準備状態を把握  

＜リスクが出現し始めた段階＞ 原則1回の支援  

積極的支援   

○ 準備段階にあわせ  
て個別の目標を設定し．  

具体的で実現可能な行  
動の継続を支援する。  

動機づけ支援   

○ 生活習慣の改善に  
対する個別の目標を設  
定し、自助努力による行  
動変容が可能となるよう  
な動機づけを支援する。  

・健診結果から身体状況を理解し、生活習慣との関連が認事故できるための内  
容  

・健康的な生活習慣へ行動変容の必要性を理解するための内容  
・具体的かつ実現可能な行動が選択できるための支援  

・行動目標の設定 ・評価の時期の設定  等  

＜リスクが重なり出した段階＞ 3～6か月程度の支援期間  
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健診結果から身体状況を理解し、生活習慣との関連が認識できるための  
対象者が行動変容を自ら選択し、継続実践ができるようにするための内容  
行動変容の効果を確言忍し、継続しうる目標設定  
評価の時期の設定  等   

対象者ごとの評価  

○アウトプット評価（実施回数や参加人数等）  

○アウトカム評価（糖尿病等の患者・予備群の減少率・保  

健指導効果の評価）  

○プロセス評価  
○健康度の改善効果と医療費適正化効果  等  
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